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おけるػցऩ֭ମܥ 農研機構 ۝भԭೄ農業研究センター

ാ࡞研究ྖҬ

ੴ井　孝య

はじめにɹ

加޻ɾۀ຿用ホ΢レンι΢はྫྷౚ加
で加೤調理ۀྉ，外食やத食産ݪの޻
などにར用されているホ΢レンι΢で
ある。加޻ద性の޲上のため一ൠ的に
ྲྀ௨している੨果用が草ৎ 25cm ఔ度
であるのに対し 40cm 以上の大ܕに生
ҭさͤてऩ֭が行われている（ਤ �1）。

ۙ年はফඅ構଄のม化などからその
ध要は大きく৳ͼている。しかし国಺
産ݪྉの৳ͼは生産全ମの৳ͼと比べ
খさく，த国産をத৺とした༌ೖ品が
大きなシΣアを઎めている。国಺生産
による「ߴ品質で安৺安全」はফඅ者
ͩけでなく外食産ۀ，食品加ۀ޻者な
どの実ध者にも޿く理解されてきてい
る。しかし農Ոށ数のݮগや生産者の
化からその生産基൫はऑまってきྸߴ

ており，こうしたニーζに対応できな
くなってきている。こうしたなか，手
作ۀをத৺とした生産ମ系から，ऩ֭
機ցをத֩とした機ց化一؏ମ系が検
討され，ීٴしてきている。

1. Ճ޻ɾۀ຿༻ϗ΢Ϩϯι
΢ػցऩ֭ମܥ

加޻ɾۀ຿用のホ΢レンι΢は੨果
用の生産に比べ，大֨نܕで 1 のג
重量が重く，ચড়，ା٧めͤͣにίン
ςφで出ՙできるなど，ऩ֭調੔のた
めの作ۀ時間は大෯にগない。それで
も，ྫྷౚ加޻用ホ΢レンι΢生産にお
ける作ۀ時間の調査では手ऩ֭ମ系に
おいて，ऩ֭作ۀはए年࿑ಇ者をޏ
用している農ۀ法ਓで 40hŋ ਓ �10a
ఔ度，খن໛なՈ଒ܦӦ生産者では
100hŋ ਓ �10a にもٴͿという結果と

なっている。ऩ֭作ۀ時間はะ৔にお
ける作ۀ時間全ମの 60 ʙ 80ˋ以上
を઎め，生産ίストݮ࡟にはऩ֭のল
ྗ化をਤることが最も効果が大きいと
考えられる。

ऩ֭のলྗ化の最も有効な手ஈはや
はりऩ֭機ցのಋೖである。加޻ɾۀ
຿用ホ΢レンι΢ݪྉは手ऩ֭の৔
合，แஸなどでࠜを੾り，ג全ମをऩ
֭出ՙし，加޻޻৔でג元෦分を੾り
མとしている。ݪྉとしてはホ΢レン
ι΢の༿਎෦分と༿ฑ分のみが使用さ
れることから，ะ৔でホ΢レンι΢の
஍上෦のみをמり取りऩ֭するタイプ
のऩ֭機が実用レϕルでは։発されࢢ
ൢされている。現在，ීٴまたはಋೖ
が進んでいる加޻用ホ΢レンι΢ऩ
֭機は 2 機種あり，দ元機ג޻式会
ࣾの「໺ࡊऩ֭機 .C7�8 ਤ）「ܕ �2）
とג式会ࣾニシβϫの「加޻用໺ࡊऩ
֭機 /.S)�1300」（ਤ �3）である。

	1
 େܕ৐༻ऩ֭ػମܥ

大 ܕ 乗 用 ऩ ֭ 機（ ໺ ࡊ ऩ ֭ 機
.C7�8 ޻ɹদ元機ܕ 	 ג 
，ਤ �2）は，
ホ΢レンι΢をճసྠでૡきࠐみ，લ
方のレシプロਕでג元から஍上෦のみ
をמり取る。ίンϕアで後方にמり取
られた༿がૹられ，ंମ後෦にͤࡌら
れた大ܕメッシュίンςφ಺にམͪる
といった方式でऩ֭が行われる。ंମ
の後方෦にはメッシュίンςφঢ降用
リϑトが装උされている。௨ৗの作ۀ
ମ系ではオϖレーターの他 2 ໊のิ
ॿ者の 3 ਓ૊作ۀで作ۀを行う。1 ໊
のิॿ者はメッシュίンςφに取り付ਤ ��　Ճۀ޻຿༻ϗ΢Ϩϯι΢࠿ഓะ৔
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ੴҪɿՃ޻ɾۀ຿༻ϗ΢Ϩϯι΢ʹ͓͚Δػցऩ֭ମܥ　�

けたิॿث۩に乗り，ίンςφにམ下
してくるホ΢レンι΢を一定量，ۉ一
にೖるよう手で٧めࠐんでΏく。あと
1 ໊はホイルローダーをૢ作し，ۭの
ίンςφの഑ஔやऩ֭物でຬഋになっ
たίンςφのะ৔外΁のൖ出を行う

（ਤ �4）。3 ਓ作ۀでऩ֭を行った৔合
にऩ֭能率は 1.1h�10a，作ۀ時間が
3.2hŋ ਓ �10a（ද �1）である。

大ܕ乗用ऩ֭機のར用例は，大ن໛
なホ΢レンι΢ྫྷౚ加޻޻৔がݪྉ調
ୡを௚Ӧ農৔または加޻޻৔の関࿈農
でऩ֭を行うようなۀ法ਓが受ୗ作ۀ
ഓでར用されている。ऩ֭機ց࠿໿ܖ
の能率がߴく，1 ୆で 1 日 50 ̰ఔ度
のऩ֭が可能であり，ऩ֭量のฏۉを
3t�10a と仮定すると，1 日 15t ఔ度
のऩ֭が可能である。ٯにこのऩ֭機
のར用には 1 日のॲ理量が 15 ̓ఔ度
以上のॲ理能ྗを࣋つ加޻޻৔の֬保

と 50a のऩ֭を可能するӡ用ن໛が
必要であるともݴえる。

	�
 าܕߦऩ֭ػମܥ

า行ܕऩ֭機（加޻用໺ࡊऩ֭機
/.S)�1300 ɹ	 ג 
 ニシβϫ，ਤ �3）
には「খܕίンςφԣྲྀれ方式」と「メッ
シュίンςφɾϕルトίンϕア方式」
の 2 つのऩ֭ମ系がある。生産状況等
に合わͤてར用することができる。

「খܕίンςφԣྲྀれ方式」ではホ
΢レンι΢をલ方෦のϒϥシでૡきࠐ
み，レシプロਕでג元からמり取れら
れた༿は，後方΁ίンϕアでૹられる。
機ցଆ෦にίンςφڅڙ୆，後෦にί
ンςφをԣྲྀれ෦を取り付け，Ϣニッ
ト上に഑ஔしたプϥスチックίンςφ
にऩ֭物を٧めࠐまれる（ਤ �5）。作
ͼϢニット΁のۭきٴは，機ցૢॎۀ
ίンςφのิॆが 1 ໊，ίンςφ΁

の一定量のऩ֭物の٧めࠐみとऩ֭物
ίンςφをะ৔΁下ろすิॿ者 2 ໊，
ऩ֭ίンςφのะ৔外΁のൖ出やίン
ςφڅڙ෦΁のۭきίンςφのิॆを
行うิॿ者 1 ໊の 4 ਓ૊作ۀか基本
となる（ਤ �6）。この方式では作ۀ能
率が 3.63h�10a，作ۀ時間が 14.5 ਓ
ŋh�10a となる 	 ද �1
。

「メッシュίンςφɾϕルトίンϕ
ア方式」ではऩ֭機後方取り付けたϕ
ルトίンϕアϢニットにより上෦΁ૹ
り出し，メッシュίンςφを౥ࡌした
ホイルローダーでऩ֭機ଆ෦を௥ैさ
ͤ，Ϣニット上෦から排出されるऩ֭
物を受け取る（ਤ �7）。作ۀはऩ֭機
ցのૢ作 1 ໊，ऩ֭ิॿ者 1 ໊，ホ
イルローダーૢ作者の 3 ਓ૊作ۀと
なる。メッシュίンςφがຬഋになっ
たίンςφはホイルローダーによりะ
৔外にൖ出する。この方式では作ۀ能

ਤ ��　େܕ৐༻ऩ֭ػͰͷऩ֭ۀ࡞

収穫体系
作業能率
(h/10a)

人員
(人)

作業時間
（人･h/10a）

作業速度
(m/h)

人力収穫 7.13 12 85.6

大型乗用収穫機 1.08 3 3.2 1728

歩行型収穫機

　　　　　小型コンテナ方式 3.63 4 14.5 320

　　　　　メッシュコンテナ方式 2.26 3 6.8 622

収穫作業は大型乗用収穫機（野菜収穫機MCV-8型）及び歩行型収穫機（加工
用野菜収穫機NMSH-1300）　人力収穫は現地協力農家の作業を調査した。

大型乗用収穫機体系は平成26年宮崎県国富町における実証試験結果。歩行型
収穫機体系及び人力収穫体系は平成27年　熊本県あさぎり町における実証試
験結果

表-1　ホウレンソウ収穫機を利用した収穫体系の労力比較ද��　֤ऩ֭ମܥͷؒ࣌ۀ࡞ͷൺֱ

ਤ��　��େܕ৐༻ϗ΢Ϩϯι΢ऩ֭ػʢ໺ࡊऩ֭ܕ��7$.ػ　দ޻ػݩ	ג 
ʣਤ ��　��าܕߦϗ΢Ϩϯι΢ऩ֭ػʢՃ޻༻໺ࡊऩ֭ػ /.4)������　
	 ג 
 χγβϫʣ
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率が 2.26h�10a，作ۀ時間が 6.8 ਓ
ŋh�10a	 ද �1
 となる。

า行ܕऩ֭機ମ系は能ྗ，価֨から
もதখن໛の加޻ホ΢レンι΢生産が
対৅と考えられる。このऩ֭機はク
ローϥの෯が޿く，޿い੊でもލぐこ
とが出来，ϙリϚルチ࠿ഓにも対応す
る。מりגを౿みつけないため，この
ऩ֭機をར用し，ऩ֭גを࠶生さͤて
ഓମ系が可能࠿り取りמऩ֭を行う࠶
となる。また，バッςリーۦ動࢓様に
なっているため施設でのར用もでき，
加޻ ŋ ຿用ホ΢レンι΢以外の作物ۀ
΁も൚用性はߴいと考えられる。

޲にࢪ࣮ܥցऩ֭ମػ .�
ഓ؅ཧ࠿͚ͨ

ะ৔のԜತが大きい৔合や低Թظに

ホ΢レンι΢がロθット化した৔合や
生ҭ஗れで草ৎがे分でない৔合など
に低いҐஔの༿をऩ֭できͣ手ऩ֭よ
りもऩ֭量がগなくなると考えられ
る。また，೻種様式がऩ֭機のמり取
り෯と合わない৔合に，מり取り෦で
のऩ֭物のつまりやऩ֭ロスが発生し
ऩ֭能率がམͪることがࢦఠされてい
る。こうした໰題解決のためには，機
ցऩ֭に対応した࠿植様式，ะ৔管理
方法，立ͪܕ草࢟など機ցऩ֭ద応性
のߴい品種のಋೖなど機ցऩ֭に合わ
ͤた࠿ഓ方法が必要となってくる。

	1
 ඼छ

加޻ɾۀ຿用のઐ用品種はないため，
੨果用品種のதから加޻ద性のߴい品
種をར用している。加޻品の࢓上がり
に影響するため༿৭が濃緑৭で೑ްの

品種がબ定されている。機ցऩ֭ମ系
においては，さらにౙ৔の低Թظでも
ロθット状になりにくく，立性がڧい
品種をબ定する必要がある。

	�
ഓ༷ࣜ࠿ 

機ց化ମ系においては管理作ۀ機や
ऩ֭機ցの作ۀに考慮した೻種様式を
とる必要がある。ಛに，า行ܕऩ֭機
をར用する৔合は機ցのמり取り෯が
110cm でクローϥのྠڑは 140cm
なので，効率的にמり取りを行うため
には，ホ΢レンι΢גのҐஔができ
るͩけܣதԝ෦の 75cm ʙ 90cm ఔ
度にऩまるようにする。า行ܕऩ֭機
のクローϥはמりגの上を૸行さͤる
と૸行性がམͪ作ۀ効率がѱくなるた
め，必ͣクローϥが௨る௨࿏෦分を֬
保する。そのためにはܣ間 140cm 以

ਤ ��　�าܕߦϗ΢Ϩϯι΢ऩ֭ػͷখܕίϯςφԣྲྀΕϢχοτ ਤ ��　খܕίϯςφԣྲྀΕํࣜͰͷऩ֭ۀ࡞

ਤ ��　�ϝογϡίϯςφ ŋϕϧτίϯϕΞํࣜʹΑΔऩ֭ۀ࡞ ਤ ��　λΠϯܕআ૲ػʹΑΔআ૲
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ਤ ��　�าܕߦϗ΢Ϩϯι΢ऩ֭ػͷখܕίϯςφԣྲྀΕϢχοτ ਤ ��　খܕίϯςφԣྲྀΕํࣜͰͷऩ֭ۀ࡞

ਤ ��　�ϝογϡίϯςφ ŋϕϧτίϯϕΞํࣜʹΑΔऩ֭ۀ࡞ ਤ ��　λΠϯܕআ૲ػʹΑΔআ૲

ੴҪɿՃ޻ɾۀ຿༻ϗ΢Ϩϯι΢ʹ͓͚Δػցऩ֭ମܥ　�

上とし，ܣதԝ෦に৚間 35 ʙ 40cm
の 3 ৚や৚間 30cm の 4 ৚とする。
੊໘や௨࿏となる෦分はできるͩけԜ
ತのないようにする。Ԝತがあると機
ցऩ֭時にמਕが౔に食いࠐみ，מਕ
のଛইをҾき起こすͩけでなく，ऩ֭
物΁の౔৕混ೖ，ホ΢レンι΢の੾அ
໘のԚれなどにつながるڪれがある。

大ܕ乗用ऩ֭機をར用する৔合は，
クローϥの૸行෦の֬保の必要はない
が，ะ৔のԜತについてはา行ܕऩ֭
機と同様に留ҙが必要である。

�. ҟ物ࠞೖରࡦのڧ化

機ցऩ֭ମ系のಋೖաఔで最も໰題
されるのはऩ֭物΁の異物混ೖ量のࢹ
増加である。手取りऩ֭の৔合，ऩ֭
時にऩ֭作ۀ者の目ࢹによりԫ化༿，
草，஬，໦の༿などの異物となるもࡶ
のは֬ೝɾબ別されるため޻৔にൖೖ
されるホ΢レンι΢ऩ֭物΁の混ೖは
গなくなっている。一方，機ցऩ֭で
はそうした異物はホ΢レンι΢と同時
にמり取られ，ऩ֭物に混ೖしてしま
う。機ցऩ֭ମ系のಋೖのためには加
，が必要であり࣋ྉとしての質のҡݪ޻
ะ৔બ定から࠿ഓ管理までのߞ種ଆと
ऩ֭後の加޻実धଆでの両໘からの異
物対ڧࡦ化の取り૊みが必要になる。

	1
ࡦछ໘͔Βのҟ物ࠞೖରߞ 

異物として最も多いものはࡶ草であ
る。ߞ種໘ではะ৔でのࡶ草量を཈え
ることが最も重要となる。

まͣ，ะ৔をબ定する際には，でき

るͩけલ作でࡶ草の多かったะ৔はආ
けて࠿ഓを行う。ظؓٳには一定ظ間
͝とにߞうんを行いࡶ草種ࢠをݮらし
ておく。౤ೖするたいංはࡶ草種ࢠの
混在しない完ख़たいංをར用する。

೻種後にはホ΢レンι΢に登録のあ
る除草剤，レφシル水࿨剤（঎品໊ɿ
レンβー水࿨剤），アシュϥϜӷ剤（঎
品 ɿ໊アージϥンӷ剤）などをࢄ෍し，
草の発生を཈える。೻種௚後にレンࡶ
βー水࿨剤，ࢠ༿ల։ظにアージϥン
ӷ剤をࢄ෍することで，除草効果を޲
上さͤることもできる。

生ҭॳظ（本༿ల։）以降はద応す
る除草剤がないので，৚間のதߞなど
によりࡶ草管理を行う。効率的に行う
にはタインܕ除草機（キュ΢ホーܣڱ
ഓ用除草機など，ਤ࠿ �8）をϋイクリ
アタイプの乗用ܕ管理機に取り付けར
用する。タインܕ除草機はタイン෦分
がะ৔ද໘のࡶ草のࠜを੾り，ුかͤ
ることで除草を行う。タインܕ除草に
よっても，ג間などे分に除草ができ
なかった৔合はਓྗによる除草を行う。

	�
 ࣮धଆ͔Βのҟ物ରڧࡦ化

機ցऩ֭物の受ೖが進んでいる加޻
બ別機のಋڈ草などの異物除ࡶ৔では޻
ೖやऩ֭機ಋೖによりුいたऩ֭のため
の࿑ಇྗを޻৔಺に࠶഑ஔするなどの異
物΁の対応ࡦを採っている。தখの加޻
৔΁出ՙしている生産現৔で機ցऩ֭޻
ಋೖが஗れているのは，加޻޻৔で異物
΁の対応ମ制を取ることが出来ないこと
が大きな要Ҽとなっている。தখ加޻޻
৔もར用出来るࡶ草除ڈϥインの構ஙな

どによる加޻޻৔のମ制作り，合わͤて
ะ৔でのࡶ草対ڧࡦ化による混ೖ量の࡟
がऩ֭機のಋೖ֦大のϙイントとなるݮ
と考えられる。

ऴΘΓに

加޻ɾۀ຿用ホ΢レンι΢生産にお
いて，ऩ֭機ցಋೖはऩ֭物の出ՙܗ
態，࠿ഓ管理方法，実ध者のݪྉ受ೖ
ମ制，加޻޻ఔなど多ذにわたる෦分
に影響をٴぼすこととなる。ಋೖにあ
たっては生産者と実ध者が࿈ܞした機
ցऩ֭ମ制の構ஙが必要である。

ँࣙ

本課題に関࿈する調査 ŋ 研究は「߈
めの農ྛ水産ۀの実現に޲けたֵ৽的
ٕज़ٸۓల։事「ۀ	2014 ʙ 2015 年
度 
 およͼ「農ྛ水産ۀɾ食品産ۀՊ
学ٕज़研究ਪ進事2014）「ۀ ʙ 2016
年度）のࢧԉを受けて実施した。ここ
にਂくँײのҙをදします。
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